
県境産廃いわてだより 第 94 号 平成 24 年 3 月 15 日 

発行・問合せ先 二戸保健福祉環境センター 〒028-6103 二戸市石切所字荷渡 6-3 電話 0195-23-9206 
      

第第第 999 回回回カカカシシシオオオペペペアアア環環環境境境講講講演演演会会会ががが開開開催催催ささされれれままましししたたた   
（（（主主主催催催：：：県県県北北北広広広域域域振振振興興興局局局、、、共共共催催催：：：二二二戸戸戸市市市、、、カカカシシシオオオペペペアアア環環環境境境研研研究究究会会会）））   

前号でお知らせした「第 9 回カシオペア環境講演会」が、去る 2 月 25 日（土）、二戸地区

合同庁舎大会議室において開催されました。雪の降る中にもかかわらず、二戸地域を中心に約

60 名の方が集まり、県境不法投棄現場からの報告や原発事故に伴う放射能問題の話に熱心に

耳を傾けていました。 

 

１ 県境不法投棄現場からの報告 

 産業廃棄物不法投棄緊急特別対策室の中村再生・整備課長から、不法投棄事件の経緯及び原

状回復の方針並びに廃棄物の撤去状況及び廃棄物により汚染された土壌の浄化状況等につい

て説明がありました。 

 不法投棄された廃棄物は、1月現在、全体量 324,320t の 92.3％にあたる 299,437t が撤去さ

れており、土壌浄化も含め、平成 24 年度中に計画通り対策が完了する見込みです。 

対策完了後の跡地をどうするのかが課題となっています。 

 

２ 知っておきたい放射能問題 

 地方独立行政法人岩手県工業技術センター 

副理事長の齊藤氏から、放射線の基礎及び放 

射性物質の環境中での挙動等について解説が 

ありました。 

 正しい知識で適切な対応をすることが肝心 

とのことでした。 

 アンケート結果は、多くの方から放射線問 

題について理解が深まったとの回答が寄せられました。 

第第 5500 回回原原状状回回復復対対策策協協議議会会をを開開催催ししまますす。。  

どなたでもご自由に傍聴できますので、皆様のご来場をお待ちしております。 

日時  平成 24 年 3 月 17 日（土）午後 2時 10 分 

場所  二戸地区合同庁舎 1 階 大会議室（二戸市石切所字荷渡 6-3） 

廃廃棄棄物物のの撤撤去去状状況況ににつついいてて（（平平成成 2244 年年 22 月月末末現現在在））  

表：23 年度の月別撤去量 

 撤去量（トン） 

23 年 4～6 月 0

23 年 7～9 月 6,676

23 年 10～12 月 9,497

24 年 1 月 2,571

24 年 2 月 3,183

合計 21,927

平成 23 年度撤去目標 21,000 トン 

  

 

 

 

 

※撤去量については、小数点

以下の端数処理をしている

ため、合計が合わない場合が

あります。 

2 月末までに、岩手県側廃棄

物推定総量 324,320 トンのう

ち、302,620 トン（93.3％）

を撤去しました。

未処分量

21,700㌧（6.7%）H23撤去量

21,927㌧(6.8%）

H22撤去量

52,987㌧(16.3%）

H21撤去量

51,307㌧(15.8%)
H20撤去量

46,810㌧ (14.4%）

H19撤去量

41,206㌧ (12.7%）

H18撤去量

38,364㌧(11.8%)

H17撤去量

30,109㌧(9.3%)

H16撤去量

13,626㌧(4.2%)

措置命令等

6,284㌧(1.9%)

 


